
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21 年 5 月 １5 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要：  

「異文化コミュニケーション研究」と「持続可能な未来」を結び付け、複合的な現実世界の課

題を扱う一例として、国際理解教育に研究の焦点を当てた。「高校生世界円卓会議」等において

国際理解教育に関する実践を試みると同時に、環境、文化、言語を繋ぐコミュニケーション学

の理論的枠組み構築も試み、専門家会議を開催することで、国際理解教育のあり方、異文化コ

ミュニケーション研究との関連、持続可能な未来への示唆について考察することができた。 
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                               （金額卖位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

2007 年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

2008 年度 5,400,000 1,620,000 7,020,000 

年度    

  年度    

総 計 13,700,000 4,110,000 18,810,000 

 

 

研究分野：人文学  

科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 

キーワード：(1)異文化コミュニケーション学  (2)持続可能な未来 (3)国際理解教育       

  (4)行動の学  (5)言語  (6)環境  (7)通訳翻訳  (8)多文化共生 

 

 

１．研究開始当初の背景 

 

従来、「異文化コミュニケーション研究」は、
言語や文化の問題として狭く捉えられ、環境
問題など喫緊の社会的課題に対処する学と
しては展開されてこなかったきらいがある。
他方、「持続可能な未来」という概念は、経

済や社会、とくに環境開発に関わるものとし
て一般的に考えられており、環境運動のよう
な、地球レベルでの変革を求める社会活動に
必然的に伴う異文化間・異言語間コミュニケ
ーションの問題を軽視する傾向が強かった。
本研究では、「異文化コミュニケーション研
究」と「持続可能な未来」を結び付け、言語
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文化的な側面と社会経済的な側面とが渾然
一体となっている複合的な現実世界の課題
を扱い、具体的な行動に直結し得るような学
を構築しようと試みた。 
 

２．研究の目的 

 

本研究は、異文化コミュニケーション学を
「行動の学」と位置づけ、その理論的枠組み
を確立することを通して、持続可能な未来を
築いていくための国際理解教育への試案を
提示することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 

「持続可能な未来のための異文化コミュニ
ケーション学」はコミュニケーション概念を
中核に自然科学と文化系の研究とを接合す
るという枠組構築を目指した。平成 18年度、
19 年度は各自の専門分野における研究を軸
としつつ、実際の高校生フォーラムに協力す
ることで実態調査を行った。 

 平成 19 年度 11 月 14 日（水）「第一回埼玉
県高校生世界円卓会議」（大宮ソニックシテ
イ国際会議室）の開催にあたっては、立教大
学大学院異文化コミュ二ケーション研究科
が全面的に協力した。準備段階から研究代表
者である鳥飼玖美子がアドバイザーとして
密に関わり、当日も司会進行を担当し、国際
協力という大きなテーマのもとに「異文化理
解」「環境問題」「食料問題」の３テーマにつ
いて日本人高校生 50 名、15 カ国から 20 名
の留学生が４時間強にわたり討論した。 

 鳥飼玖美子は又、2008 年 8 月 21 日に開催
された第 45回 全国国際教育研究大会埼玉大
会（全国国際教育研究協議会主催、大会テー
マ「持続可能な開発の為の教育活動」）にお
いて「持続可能な未来へ向けてーことば・文
化・コミュニケーション」と題する基調講演
を行うなど、言葉とコミュニケーションの観
点から国際理解教育の在り方を模索した。 

 「環境コミュニケーションに関する理論研
究」を担当した野田研一は、国際学会実行委
員として「ASLE 日韓合同シンポジウム：場
所、自然、言葉 日韓環境文学の〈いま〉を
考える」（2007 年 8 月 19 日～21 日金沢市文
化ホール）を開催し、自然と言葉についての
考察を深めた。 

 「環境、文化、言語を繋ぐコミュニケーシ
ョン学の理論的枠組の構築」を担当の小山亘
は、言語、文化、環境を接合するコミュニケ
ーション論のモデルを三つに類型化した上
で、各モデルの持つ社会的含意を分析し、グ
ローカリゼーションが進行する現代社会に
おいて教育や社会活動などを通して推進さ
れるべきコミュニケーションの様態を、理論
的、歴史的観点から検討した。 

 「日本における対外接触の現状と課題及び
異文化コミュニケーション論の再構築」を担
当した久米昭元は、多文化社会に生きる日本
人のコミュニケーションのあり方を留学や
ビジネス、国際交渉や国際協力などの場で起
きる誤解や軋轢などの異文化コミュニケー
ション摩擦事例を中心に論じ、出版物として
公表した。 

 「異文化コミュニケーションへの語用論的
アプローチ」を担当した平賀正子は、語用論
の枠組みを広げ行動実践の理論として位置
づけるためのデータ収集を行い、暗黙の文化
的・社会的前提を記述し説明するための実践
理論モデルの構築を行った。同時に、行動実
践を認知的に動機づけている概念化の仕組
みについて隠喩理論を用いて分析し、その成
果を発表した。 

 「持続可能な未来への環境教育（ESD）」
を専門とする阿部治は、ESD の国内外への普
及に関するアクションリサーチを行ないつ
つ、ESD 研究におけるマルチステークホルダ
ー間のネットワークや高等教育における
ESD ネットワーク（HESD)の構築に向けた
課題について検討した。 

 最終年の１月には、国際理解教育の専門家
を招き、これまでの国際理解教育の歩みを振
り返り、現状を検討し、今後、国際理解教育
がどのように展開されるべきかについて、率
直な意見交換を行った。 

 

４．研究成果 
 
「異文化コミュニケーション研究」と「持続
可能な未来」を結び付ける具体例として、国
際理解教育を研究対象とした。「高校生世界
円卓会議」等における実践と同時に、「環境、
文化、言語を繋ぐコミュニケーション学の理
論的枠組みの構築」「異文化コミュニケーシ
ョンへの語用論的アプローチ」「環境コミュ
ニケーション」「持続可能な未来への環境教
育（ESD）」など理論研究も推進した。専門
家会議を開催することで、国際理解教育のあ
り方、異文化コミュニケーション研究との関
連、持続可能な未来への示唆について考察し
た。その成果は、『持続可能な未来のための
異文化コミュニケーション学――明日の国
際理解教育への試案』として報告書にまとめ、
2009年 3月 31日に刊行した。 
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